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P. W. Andersonは高温超伝導が発見される重前の 1984年に出版されたBasicN otions 



























































































































































































































最初に発見された鍋酸生物超伝導体である La2-xSrxCu04(L S C 0)の転移逼震が低く







いにもかかわらず、準粒子バンドのエネルギースケールがtJ、さくなるので;， L S C 0の転
移温度はYBCOより低くなるのである。
強相関電子系の超伝導には今日、銅酸化物、有機導体、重い電子系があり、それぞれ








よそ 100Kの桁)であり、 Tcは 1桁落ちの 10Kとなる。一方、高温超伝導体では、出発点







1000Kに縮小され、それより 1桁小さいTcとして 100Kなのである。電子相関の弱い f低
温超伝導{本jではこの繰り込みが小さい。一方、重い電子系ではこの有効質量の繰り込み
によって、 2'"3桁tJ、さくなり、準粒子のバンド幅が 10から 100五になり、それより 1桁









ある 0.01tの布になる。Ji実際植村プロット(電子のフェルミ温度 TF (超流動密度から評
価されたもの)に対するまのプロット)において、今まで知られているすべての物質で、
2桁落ちの線以下に来ることに明確に表れている。j










































Tcが高くなる。 LSCOはdとpレベルのエネルギー差が大きく、 dホールが 1留に近い。
そのため杏効質量が大きくなり、繰り込み因子が小さくなるのである。この場合、ハバー
ドモデルでは両者の違いは記述できない。定量的には以下の文献を見ていただきたい。
S. Shinkai et. al; J. P. S. J. Vo1.75， 104712 (2006) Study of Superconducting Transition 
Temperature in d-p Model on Basis of Perturbation Theory. 
7. T-Jモデルで高温超伝導は理解できるか。一金属のRVBはフェルミ液体-
近藤効果の基底状態は局在スピンと伝導電子が結合したスピン 1重項の縮退のない状態









為る。この間じことが 1不純物でなくて、 Hubbard Modelなど周期系でも成り立つことが
アンダーソンの直交定理を用いて証明できる。アンダーソンは t-Jモデルでシングレッ


































伊l解 この現状認識で f銅酸化物は越えられるかj に答えることは不可能である。そも
そも銅酸化物を超えるか超えないかを問題にするのは学問をゆがめるもので、はないだろう
か。まず、転移混疫を決める機構は何かを解明するのが科学的な態度ではないだろうか。
そうでなければ構然性を頼りにやってみるしかないであろう。結局、この結論は「やって
みないとわからないj というプラグマチズムにならざるを得ないのである。
昔、民林信康の f友よj というフォークソングがあった。私は今でも好きで、時々聞い
て励まされる。「友よこの閣の向こうには輝く明日がある。夜明けは近いjというのである。
しかし、いつも「本当に夜明けは来るだろうかj という疑問と寂しさが残る。 30年以上待
ったが社会の夜明けはまだ来ないように思う。幸いなことに、高温超伝導に関しては夜は
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白々と明けており、日を開いてよく眺めれば宅豊かな自然の美しさが見えると怠は確信し
ている。
第3章終わりに
「しかしながらまた、高温超伝導の発現機構の解明はー務縄で行かないことも明らかにな
ってきた。解明は21世紀に持ち越されたのであるパという言葉が抵抗なく受け入れられ
る現状を批判的に検討した。「一筋縄ではいかなかったj が、多くの努力によっていまや基
本的に解決していることを示そうと努力した。一筋縄で、いかなかったのは物性物理の古い
理論では高温超伝導の解明には不十分で、新しい概念など、革命的な理論の進歩が必要だ
ったからである。しかし、その進歩のためには、従来の理論を否定するのではなく、アン
ダーソンの教科書やフェルミ液体論、 BCS理論など原則的な理論を継承発展させ、正し
く適用することが鍵であった。
高温超伝導発見、つまり、永年30K程度で止まっていた超伝導転移温度の記録が突
如 lOOK近くになり、しかも電子相関の強い系で起こったことは革命的なことであった。そ
のため、当時の特に若い理論家達は、その革命の前に無力に晃えた従来の理論を否定し、
それに代わって、数値計算の技術的な進歩こそが高温超伝導を解決すると考え、心血を注
いでそれに努力してきたようである。しかし、私の見るところ、それまで地道に発畏させ
られてきた基本的な物理の原理の軽視、思想的混乱が理解を妨げているのである c 間違っ
た理解のままいくら数植計算をしたところで高温超伝導は理解できないであろう。物理と
は本質を突いた簡単なモデルと近似で現象の本買を把握することだからである。
数値計算の進歩もまた実験の進歩と同様、原期的な理論の発展とともに進むものなの
である。
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